
Okada Miori

在宅ワークをファシリティマネジメント視点で考える

- ホームオフィス検証実験紹介 -

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori



テレワークの中でもなかなか機運が
高まらない在宅ワーク

私は現在
自らの住居をリノベーションしながら
働きやすいホームオフィスの検証をしています

現在の進捗を紹介します

○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori



岡田みおり

公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会 (JFMA)
FMプロジェクトマネジメント研究部会員
認定ファシリティマネジャー

オフィス学会会員
オフィスセキュリティコーディネータ

ファシリティマネジメントの経歴

大学でインテリアデザインを専攻した後
主に店舗及びオフィス設計業務に携わる
その後、オフィス改善や移転プロジェクト進行
ファシリティマネジメント業務に従事

現在

築50年の一軒家に暮らしながら
ホームオフィスにコンバージョン中

○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori



第２のワークプレイス

自宅（ホームオフィス)
第３のワークプレイス

３rd.ワークプレイス

第１のワークプレイス

メインオフィス

カフェ
新幹線 飛行機 ホテル
会員制ワークプレイス
シェアオフィス
コワーキングプレイス
レンタルオフィス
サテライトオフィス…

オフィス街

まち・生活圏

ホームオフィスの位置づけ

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori



住環境と労働環境の混在
生活の場所と仕事の場所は別が良い

落ち着かない

オフィス機能
セキュリティが心配

機器などの設備が整っていない

クリエイティブ感に欠ける気がする

家族とワーカーの関係
家族の存在が気になる

お互いに気を使ってしまう

ネガティブなイメージ

○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori

組織とワーカーの関係
F2Fコミュニケーション不足の心配

人事評価が適正に行われるか、できるかが心配



ワーカー
通勤時間不要

子育てや介護と仕事の両立

医療技術の進化により、病気や怪我の治療を受けながら
仕事を続けるという選択肢が増える

人生観や仕事観の多様化

企業・組織
災害時等のBCPの事前計画に組み込む

インターネット技術の進展

働き方改革の浸透により制度整備が進むと共に
ワーカーの意識も向上していく

メリット・需要の増加

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori

地域・地方行政・公共交通機関
まちに活気

地域に経済効果

通勤ラッシュの緩和



オフィス、ホームオフィスにとっての
ファシリティマネジメント視点とは

1)ワーカーにとっては
働きやすい環境
業務を効率良く行える場所

2)経営資産としては
適正なコスト
(イニシャルコスト＆ランニングコスト)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori



場所≠機能
ABWへ

動作・作業の合理化

空間セキュリティ
の強化

暮らす場所を快適に働く場所にもする為に
ファシリティマネジメント視点の3つのテーマ

メインオフィスでしない事は
ホームオフィスでもしない

ホームオフィスも

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori



スイッチ手動on-offフリー

その為の具体策ホーム IoT機器の導入や使用の工夫

エアコン自動運転
タイマー設定を活用して
リモコン操作を意識的に減らす

自動カーテン開閉
タイマーで自動
スマホリモコンで操作

掃除ロボット

人感・明暗センサー照明

Web カメラ
スマホで
モニタリング 録画 会話

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori



様々な場所で働き & 暮らす

ABW ＆ Living
アクティビティ・ベースド・ワーキング＆リビング

例えば、
講演スピーチに向けて準備する、とある１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori



8am
どこで :  東向きの場所で
なにを :  朝食を摂りながら

-１日のスケジュールを考える
-メールで調整作業

8am

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada MioriOkada Miori

業務開始

Breakfast



9am
どこで : 横のテーブルで
なにを : 講演テーマを考える

９am

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori

Okada Miori

Okada Miori

coffee

シンキング



10am

１0am
どこで : こもり場で
なにを : 集中してストーリーを組み立てる

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori

Okada Miori

クローゼット跡地

集中シンキング・Web会議



11am
どこで : 近所のスポーツセンター
なにを : フィットネス

11am

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori

Okada Miori

Okada Miori

ヘルスケア・リフレッシュ



1pm
帰宅後
どこで : べランダで
なにを : 昼食をとる

1pm

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada MioriOkada Miori

昼 食



2pm
どこで : リビングで
なにを : 資料を作り込んでいく

2pm

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ Okada Miori

Okada Miori

集中作業



3pm
どこで : アナログ作業場で
なにを : プリントアウトや冊子の確認

3pm

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ Okada MioriOkada Miori

Okada Miori

複合機

押入れ跡地

クローゼット跡地

シュレッタ

ハイチェア

アナログ作業（機器配置 ・収納）



5pm
どこで : 近所のカフェで
なにを : 関連情報サイトをチェック

5pm

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ Okada MioriOkada Miori

Okada Miori

リフレッシュ

PC画面の後ろを
人が通らない



6pm
どこで : 階段に腰掛けて
なにを : サイトチェックで得た情報を資料に反映

6pm
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ Okada Miori

Okada Miori

Okada Miori

どこでもワーク



7pm
どこで : キッチンダイニングで
なにを : 食事の準備をしながら１日の仕事の纏め

-レビューをする
-メールで調整作業

7pm
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ Okada Miori

Okada Miori

Okada Miori

業務終了



Okada Miori

ファシリティマネジメントフォーラム2018のテーマは
Hello Next！
働き方を変える、まちを変える。

ホームオフィスをもっと活用すれば
働き方が変わる
オフィスワーカーと暮らしているまちが
繋がっていく

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ Okada Miori



DATA

タイトル 在宅ワークをファシリティマネジメント視点で考える
-ホームオフィス検証実験紹介-

講演者 岡田みおり Okada Mori
FMプロジェクトマネジメント研究部会員
認定ファシリティマネジャー

日時 2月22日(木)13:30-14:10

大会 第12回 日本ファシリティマネジメント大会
FACILITY MANAGEMRNT FORUM 2018

開催日 2018年2月21日(水)～2月23日(金)

会場 タワーホール船堀

主催 公益社団法人 日本ファシリティマネジメント協会
(ＪＦMA)

この資料は
講演内容に基づいてWeb掲載向けにブラッシュアップしました
2次使用する場合はご連絡ください

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● Okada Miori

ありがとうございました
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